














結語 

今回の調査で,産褥初期の乳汁分泌量を左右する事が確認された産科的因子は,母体年齢 

経産回数,肥満,妊娠中毒症,妊娠中体重増加,帝王切開,扁平・陥没乳頭などである。1か月

後の哺乳方法をみると,初産婦では母乳 43.9%,混合 48.7%,人工乳 7.4%,経産婦では,母乳

46.6%混合 39.4%,人工乳 13.9%であり,遡ってそれぞれの産褥 5日目までの乳汁分泌量を検

討すると,母乳群>混合群>人工乳群の順に有意に多く,産褥初期の乳汁分泌量が母乳哺育確

立に大きな影響を持つことがうかがえる。したがって,母乳哺育確立のためには,肥満,妊娠

中毒症,妊娠中の過度の体重増加,扁平・陥没乳頭など乳汁分泌に好ましくない影響を及ぼ

す因子を早期から予防改善することが重要であろう。 


